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1. はじめに　南海トラフの巨大地震の発生領域の浅部で発生する浅部超低周波地震のメカニズム解や発生位置

の空間的な広がりは，プレート境界浅部の応力蓄積および摩擦特性を知る上で重要な手がかりとなる（例え

ば，Saffer and Wallace, 2015; Obara and Kato, 2016）．Takemura et al. (2019)により，室戸岬沖から紀伊

半島南東沖にかけての領域の浅部超低周波地震のCMTカタログ（以下，単にCMTカタログ）が整備された

が，CMT解析は水平方向に0.1°毎のグリッドサーチ法を基にしているため，詳細な活動パターンの議論は難し

い．そこで，CMTカタログに含まれている浅部超低周波地震をテンプレートとして利用し，Asano et al.

(2015)による相互相関解析を用いて浅部超低周波地震の検知と相対震央位置の推定を行い，詳細な活動パ

ターンの解明を試みた． 

 

2．手法　Takemura et al. (2019)によるCMTカタログから，各震源グリッドで観測波形とのVariance

Reductionが最大かつ65 %以上のCMT解の計算波形をテンプレートとして用いた．周期20-50秒のF-net速度

波形とテンプレート波形との相互関数関数を計算後，Asano et al. (2015)に従って3.8 km/sで相互相関関数の

back projectionを行った．0.025°毎に設定した震源グリッドに対して1秒ごとにback projectionを実施し，相

関係数が0.45以上の時に浅部超低周波地震として検知した．相関係数のしきい値については試行錯誤的に決め

た．重複検知を避けるため，震央距離差100 km以内で検知時刻の差が60秒に満たないものは同一のイベント

と見なした． 

 

3．結果　試験的な解析として，2015年9月に紀伊水道沖，2016年4月に紀伊半島南東沖で発生した浅部超低

周波地震について，相互相関解析を行った．CMTカタログには2015年と2016年でそれぞれ9個と14個の浅部

超低周波地震が含まれていたが，相互相関解析によって23個および50個とおおよそ倍以上の数の浅部超低周

波地震を検出できた．Nakano et al. (2018)によりDONETで推定された浅部超低周波地震カタログと比較をす

ると，Mw 3.4以上の浅部超低周波地震の震央位置および積算個数の時間変化と良い一致を示している． 
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